
令和７年度 認定特定非営利活動法人

　教育活動総合サポートセンター

　平成１６年８月２日に登記を完了した特定非営利活動法人教育活動総合サポートセンター（以下、「サポートセンター」という。）は、

設立１２年目を迎えた平成２７年１２月１８日に川崎市より、「特定非営利活動促進法第４９条第１項」の規定により、以後５年間にわ

たり「認定特定非営利活動法人」の指定を受けました。令和２年１２月には再度認定の指定を受け、３度目の更新にあたる令和７年

度は、１１月１７日に令和１２年１２月まで認定有効期間の更新が認められました。また、「子たちに力を」の法人設立の理念に基づ

き、定款に定められた９つの事業を滞りなく推進することができました。

　さらに、サポートセンターが直面する所員の高齢化、人材の確保、委託事業獲得の困難化など、社会の変化に伴う管理・運営上の

課題に対しては、検討委員会（事務局打合せ）を中心に事務局会、役員会で協議を進め、事業の精選等の対応を進めてまいりました。

「子たちに力を」の法人設立の理念に基づき、次の各号を基本方針とし、事業を展開した。

①　 学校・家庭・地域および関係機関等との連携を深め、相談活動の充実を図る。

②　 一人ひとりの児童生徒の多様な学びを支援し、心豊かに生きていく力を育成する。

③　 各事業や行事を見直し、持続可能なサポートセンターの運営を図る。

① 教育･福祉に係る相談等支援に関する事業

ア 教育・福祉相談事業【自主事業】

・ 内　容 不登校やいじめ、発達上の課題、学習に関し、児童生徒やその保護者の相談に応じ、学校生活への適応等に

関する助言等の支援を行った。相談担当者7名が１日２名体制でシフトを組み、相談活動にあたった。

　　　　　　＊学習支援者との連携　　　　

　　学習・相談部会　　毎月第３月曜日　10時～12時 相談件数（件）

　　学習支援・相談担当者全体会議　年３回　　　4/21   　9/22　 　2/10 638

＊ 他機関との連携 14

　　高津区要保護児童対策地域協議会実務者会議　7/25 　　2/2 44

　　神奈川県不登校相談会・進路情報説明会　　9／26（高津市民館） 2

　　県総合教育センター主催不登校対策連携会議　　　6/10 　　11/13 37

・ 開室日時　 年間　239日（月～金　週５日　９：００～１8：００） 69

・ 相談件数　　新規相談電話受付　110件、　新規相談 95件、　延べ相談件数  804件 804

・ 対象者

・

イ サポートセンター保護者の会事業【自主事業】

・ 内　容　　　 不登校やいじめ、発達上の課題、学習に関する相談に応じ、社会的自立にむけての助言などを行った。

　　　　　　　＊サポートセンター保護者の会（＊宮ノ下対象１回　＊全市対象２回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者　　11名（保護者OB１人を含む）　　　　　従事者8人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象者　　こどもサポート宮ノ下に登録している子どもの保護者

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 参加者　　14名（保護者OB１名を含む）　　　　　　従事者9名

　　　　　　　　　　 対象者　　全市の小・中・高生の保護者

   全市対象　　　   日時　　１月24日（土）PM　　　　　 場所　高津市民館（視聴覚室・1会議室）

　　　　　　　　　 参加者　　21名（体験者ＯＢ1人を含む）　　　　　従事者10名

　　　　　　　　　 対象者　　全市の小・中・高生の保護者

・ 対象者　　 支援を必要とする子の保護者

ウ 神奈川県フリースペース等相談事業【神奈川県青少年センター補助事業】

（県）子どもの居場所づくり推進委託事業【県教委子ども教育支援課】

・ 内　容 不登校や特別な教育的支援を必要とする児童生徒及びその保護者への相談をはじめとする支援を行った。

・ 相談件数 延べ　804件 　　・場所 こどもサポート宮ノ下

・ 対象者

・ 従事者 8人（こどもサポート宮ノ下の相談員）

　全市対象　　　　 日時　　10月25日 (土）PM　　　　　場所　高津市民館（視聴覚室・第3会議室）

発達障害等

令和７年度　　事　業　報　告

【活動方針】

【事業内容】

不登校や特別な支援を必要とする児童生徒及びその保護者等

従事者　　　　相談担当者　8人、　　学習支援者　40人（含む　相談担当者）

　宮ノ下対象　　　日時　　　7月12日(土）PM　　　　　場所　　こどもサポート宮ノ下

不登校や特別な支援を必要とする児童生徒及びその保護者等

計

その他

児童福祉・生活問題

学校関係

不登校

就労関係

内容別
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令和７年度 認定特定非営利活動法人

　教育活動総合サポートセンター

② 適応指導に関する事業

ア 子ども包括支援事業　（こどもサポート南野川）　【宮前区地域みまもり支援センター受託事業】

・ 内　容 不登校の子どもたちの学習支援・居場所、保護者等の相談　（川崎市立南野川小学校第4校舎）

・活動内容 教科の学習、体験活動（栽培・調理・自然観察、卓球等）、ソーシャルスキルの育成、各種行事、他

畑作業（草取り、野菜の種まき・苗植え・間引き・収穫など

・宮前区役所地域みまもり支援センター等関係機関との連携、及び保護者の会の開催

・運営会議　4／18、3／12　　　・事業説明会(児童生徒指導連絡会参加)　　　

・夏期休業中各校と情報交換       ・情報交換会 10／7、2／26　　・保護者の会　6／10～27、11／27

・ 開室日時 （火・水・木・金の週４日）　９：００～１６：００

・ 対象者 不登校の児童生徒及びその保護者、教職員

・ 児童・生徒等利用数

登録数 利用延数 登録数 利用延数 登録数 利用延数 登録数 利用延数 新規 延べ回数

１２人 ４００人 １４人 ４３４人 ０人 ０人 ２６人 ８３４人 ３１人 １９８回

・ 従事者 ７人

イ 子ども・若者等支援事業　（こどもサポート旭町）【川崎市こども未来局青少年支援室受託事業】

・ 内　容 不登校等の子どもたちの学習支援・生活習慣習得支援・居場所・保護者等の相談対応(旭町こども文化センタ―3階)

・活動内容 教科の学習、体験活動（スポーツ・ゲーム・調理・創作　等）

ボランテイア講師による読み聞かせ（年２回）、茶道（年３回）、手品（１回）

・川崎市こども未来局等関係機関との連携及び保護者の会

①個別検討会議（４回） ６／２０、９／１９、１２／１９、２／２０

②保護者の会　（４回） ６／１８、９／９、１２／１５、３／１２

・ 開室日時　　（月・火・水・木の週４日）　１０：００～１６：００

・ 対象者 川崎市内在住、７才～１８才未満の不登校児童生徒及びその保護者　（中学卒業以降は相談のみ）

児童・生徒等利用数

登録数 利用延数 登録数 利用延数 登録数 利用延数 登録数 利用延数 保護者 相談

３１人 ３６１人 ２０人 ２３９人 １０人 ５１人 ６１人 ６５１人 １６８人 １１７人

・ 従事者 ７人

③ 学習支援に関する事業

ア 学習支援事業　（こどもサポート宮ノ下）　  地域子ども・子育て活動支援助成事業【川崎市こども未来局青少年支援室】

・ 内　容 不登校や特別な教育的支援を必要とする子どもたちへの教育相談・学習支援

・ 開室日時　　平日（月～金　週５日）９：００～１８：００　＊毎週月曜午前、年度始・年度末の1日は学習支援なし

・ 対象者 こどもサポート宮ノ下の登録者（小学生・中学生・高校生・他）

・ 登録状況・利用人数・開室日数

月 小学生 中学生 高校生 18歳以上 合計 利用人数 開室日数

4 23 56 22 4 105 173 20

5 25 60 22 4 111 170 21

6 24 62 22 4 112 201 21

7 29 67 22 4 122 189 22

8 29 70 22 4 125 163 13

9 31 73 22 4 130 181 20

10 35 80 22 4 141 248 22

11 35 82 22 4 143 227 18

12 35 86 22 4 147 261 20

1 36 87 23 4 150 255 19

2 37 89 23 4 153 236 18

3 38 91 23 4 156 259 20

合計 2563 234

・ 学習支援従事者 40人

高校生以上 合計 その他小学生 中学生

高校生以上 合計 相談中学生小学生
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令和７年度 認定特定非営利活動法人

　教育活動総合サポートセンター

イ 川崎市学習支援・居場所づくり事業　川崎区　（学習支援　川崎教室）　【川崎市健康福祉局・子ども未来局受託事業】

・ 内容 生活困窮世帯やひとり親家庭の小・中学生への学習支援と居場所を提供することにより、高校進学や

社会的自立を支援する。

・ 開室日時　　（火・木の週２日）　 小学生（３～６年生）１６：００～１８：００　中学生１８：００～２１：００　

・ 開催回数 小学生８８回　中学生８８回（別途、夏期講習３回）

・ 対象者 川崎区内小・中学校に在籍する生活困窮世帯の小・中学生（ひとり親家庭を含む）

・ 登録者数 小学生９人、中学生１０人 出席延人数　　小学生５０２人、中学生２８２人

中学３年生４人　　＜進路先＞公立高全日制０人、定時制０人　私立高全日制２人　通信制２人

・ 従事者 ３人（学習サポーター１２人）

ウ 川崎市学習支援・居場所づくり事業　幸区　（学習支援　幸教室）　【川崎市健康福祉局・子ども未来局受託事業】

・ 内容 生活困窮世帯やひとり親家庭の小・中学生への学習支援と居場所を提供することにより、高校進学や

社会的自立を支援する。

・ 開室日時　　（水・金の週２日）　　小学生（３～６年生）１６：００～１８：００　中学生１８：００～２１：００

・ 開催回数 小学生８８回　中学生８８回（別途、夏期講習３回）

・ 対象者 幸区内小・中学校に在籍する生活困窮世帯の小・中学生（ひとり親家庭を含む）

・ 登録者数 小学生１８人、中学生３２人 出席延人数　　小学生４０９人、中学生７４３人

中学３年生９人 ＜進路先＞公立高全日制３人、定時制２人 私立高全日制１人 支援学校高等部１人 通信制２人　

・ 従事者 ３人（学習サポーター１３人）

エ 川崎市学習支援・居場所づくり事業　幸区　（学習支援　日吉教室）　【川崎市健康福祉局・子ども未来局受託事業】

・ 内容 生活困窮世帯やひとり親家庭の小・中学生への学習支援と居場所を提供することにより、高校進学や

社会的自立を支援する。

・ 開室日時　　（水・金の週２日）　　小学生（３～６年生）１６：００～１８：００　中学生１８：００～２１：００

・ 開催回数 小学生８８回　中学生８８回（別途、夏期講習３回）

・ 対象者 幸区内小・中学校に在籍する生活困窮世帯の小・中学生（ひとり親家庭を含む）

・ 登録者数 小学生１０人、中学生２０人 出席延人数　　小学生２１５人、中学生５５８人

中学３年生８人　　＜進路先＞公立高全日制７人、定時制０人　私立高全日制１人　通信制０人

・ 従事者 ３人（学習サポーター７人）

オ  地域の寺子屋事業　「寺子屋　さぎぬま」（川崎市立鷺沼小学校）　【市教委　生涯学習部地域教育推進課受託事業】

・ 日　時

・ 内　容 ◯学習活動 開催回数　２７回

◯体験活動 開催回数　　６回

マジック教室、ボーイスカウト体験、けん玉教室、フラッグフットボール教室他

・ 対象者 川崎市立鷺沼小学校児童、保護者、地域住民

・ 出席延べ人数 学習教室　８０２人

・ 従事者

体験活動：令和７年６月２８日（土）～令和８年２月２３日（月）

学習活動：令和７年５月２７日（火）～令和８年２月１７日（火）

体験活動　児童１４３人　保護者等　１２１人

２人　(スタッフ全体　コーディネーター３人　寺子屋先生９人）
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令和７年度 認定特定非営利活動法人

　教育活動総合サポートセンター

カ 外国につながる子ども向け寺子屋事業（日本語支援  東小倉教室）【市教委　生涯学習部地域教育推進課受託事業】

・ 内　容 外国につながる児童・生徒への日本語及び学習の支援と居場所の提供を行う

・ 開室日時　　令和6年４月～令和7年３月　水曜日　１５：００～１７：００

・ 開室回数　　年間３８回実施　　

・ 対象者 市内外国につながる児童生徒とその保護者

・ 登録者数 ２9人 ・ 出席延べ人数　　　児童・生徒529人、保護者101人

　 ・ つながる国　中国18人、台湾2人、オーストラリア1人、フィリピン3人、バングラデシュ1人、ベトナム1人、ネパール2人、

・ 従事者 ２人（市民サポーター12人） マレーシア1人、 韓国１人

キ 外国につながる子ども向け寺子屋事業（日本語支援  幸町教室）【市教委　生涯学習部地域教育推進課受託事業】

・ 内　容 外国につながる小・中学生への日本語・学習支援

・ 開室日時　 令和7年４月～令和8年３月の土曜日（月２回）　10：00～12：00　幸町小学校図書室において

・ 開室回数 延べ２４回実施

・ 対象者 川崎市内（特に川崎市立幸町小学校周辺）の児童・生徒

・ 登録者数 52人 ・ 出席延べ人数 683人

・ つながる国 中国30人、台湾2人、ベトナム3人、フィリピン8人、バングラデシュ3人、ネパール4人、ベルギー1人、韓国1人

・ 従事者 ３人（ほかコーディネーター１人、寺子屋先生　13人）

ク 夏休み特別講座「たのしいキッズセミナー」【公益財団法人川崎市生涯学習財団受託事業】

・ 内　容 子どもたちの学習意欲を喚起し、基礎学習、発展学習、体験学習、実験などを取り入れ支援する。

・ 日　時　　　 ７月２２（火）～７月２５日（金）の４日間　１０時～１５時　

・ 場所 川崎市生涯学習プラザ

・ 対象者 川崎市内小学３年生から６年生

・ 応募者数　１０７人、参加延人数　９３人

講座種類 国語関係 社会関係 算数関係 理科関係 図工関係 音楽関係 英語関係 PC関係 計

参加人数 5 76 12 93

・ 従事者 ３人

ケ 科学教育の普及・啓発助成事業【東京応化科学技術振興財団助成事業】

＊ サイエンス・キッズ事業

・ 内　容 身近な現象等を題材に、実験・体験を通して理科の楽しさが味わえるようにする。

・ 日　時　  １月１7日（土）～ 2月８日（日）  （ 土・日　午前１０時～１２時 ）

・ 開催回数 全８回 ・ 出席延べ人数 １０２人

・ 対象者 川崎市内小学３年生から６年生

・ 従事者 １人　（サポーター　延べ５９名）

＊ 「出前科学教室」（サイエンスキッズ関連事業）

・ 内　容 学校や施設に出向き、実験や物づくりを通して理科学習の楽しさを味わえるよう支援する。

・ 開催回数 全６回実施

・ 実施報告 5月10日（23）6月19日（24人）7月9日（25人）10月21日（26人）11月13日（11人）20日（25人）

出席延べ人数  １３４人

・ 対象者 川崎市内３年生から６年生まで ・ 従事者 １人　（サポーター　延べ３３名）

④ 特別支援教育に関する事業

ア 中原区子どもの発達支援事業（中原区保護者ミーティング）【中原区地域みまもり支援センター受託事業】

・ 内　容

・ 日　時　　　 　6月10日（火）～２月17日（火）全8回 １０時～１１時３０分

月日 6月10日 7月8日 9月19日 10月7日 11月11日 12月19日 1月20日 2月17日

参加人数 10人 11人 9人 9人 12人 8人 7人 8人

・ 対象者 中原区内小・中学校在籍児童生徒の保護者

・ 従事者 9人

特別な教育的支援が必要な子どものための就学児童生徒保護者ミーティング
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令和７年度 認定特定非営利活動法人

　教育活動総合サポートセンター

⑤ 体験活動等に関する事業

ア ふれあい体験活動事業【自主事業】

・ 実施日：１１月１５日（土）１０：００～

・ 場 　所：こどもサポート南野川

・ 参加者：子ども ４人（小学生３、中学生１）　　保護者：２人　　スタッフ：７人

・

・

　　　　　　サツマイモ、サトイモ、ダイコン、チンゲンサイなどを収穫し、芋煮を作って味わった。

イ 適応指導教室あさお体験広場に係る運営管理業務　（のびのびファーム）　【川崎市総合教育センター受託事業】

・ 内　容 地域の農業ボランティアの協力を得て、運営する農場での農業体験を通して近隣小中学校児童生徒の

食育の一端を担う。各学校の年間計画に沿って、農業体験活動を行う。

運営会議 5月28日（水）、2月27日（金）

農業体験活動 毎週水曜日１時限   , 5/22,23、6/13、9/19,22 、11/17,21、12/16,18、3/5

・ 対象者 川崎市立麻生小学校・柿生小学校児童、麻生中学校生徒

・ 出席延べ人数 1400人 ・ 従事者 3人

⑥ 研究研修等に関する事業

ア 研究推進 【自主事業】

・ テーマ　 子どもの声から不登校を考えるⅡ　～子どもの多様な学びに寄り添う支援のあり方～

・ 研究部会（全１２回） 第１水曜日９時３０分～１２時

4/９、5/７、6/４、7/２、8/６、9/６、10/１、11/５、12/３、1/７、１/21、3/4

・ 研究協議会（全5回） １４時～１７時 6/20、8/22、10/17、12/19、1/30

※ 研究報告会

・ テーマ 子どもの声から不登校を考えるⅡ　～子どもの多様な学びに寄り添う支援のあり方～

・ 内　容

・ 日　時 令和8年２月14日（土）　１３時３０分～１６時 ・ 会　場 川崎市生涯学習プラザ

・ 対象者 川崎市立学校教職員、サポーター、保護者、市民 ・ 参加者 １35人

・ 従事者 １4人

イ 子どもの権利学習推進事業【川崎市教育委員会教育政策室　人権・多文化共生教育受託事業】

・ 内容 子どもの権利学習の普及・啓発

・ 日時・場所 8月20日・27日・29日登戸小学校　　　9月2日南菅小学校　　　9月19日今井小学校

11月18日・26日東菅小学校　　　11月25日古市場小学校　　11月21日渡田小学校　　　11月22日麻生小学校

11月28日王禅寺中央小学校　　12月5日稲田小学校　　9月3日・12月9日菅中学校

　　　

・ 対象者 川崎市内小学校・中学校・高校・特別支援学校の教職員

・ 従事者 2名

⑦ 青少年の健全育成を図るための環境整備に関する事業

ア 臨時的任用教員等研修事業【川崎市教育委員会職員部教職員人事課受託事業】

・ 内　容 各学校に巡回サポーターを配置することにより、臨時的任用教員等の資質の向上を図る。

授業参観と講評・助言を年４回を基本として行う。

・臨時的任用教員等研修サポーター連絡協議会（全３回） ５／１5（木）、１０／9（木）、３／１2（木）

・ 対象者 令和７年度任用で本市で１年目の臨時的任用教員、非常勤講師、教科一人配置校教諭等

（小学校20名、中学校28名、高校6名、特別支援21名、養護6名　　計81名）

・ 従事者 担当者３人 研修サポーター数３０人（巡回回数　３２４回実施）

目　 的：畑で野菜を収穫し、調理して、みんなで食べる楽しさを味わう。

内　 容：「とって　つくって　みんなでたべよう」　　

令和6・7年度に「子どもの声から不登校を考える」を研究テーマに取り組んできた内容を、アンケート

調査や実践事例など元にして研究の成果と課題を報告した。また、これまで17年間講師を務めて

いただいた岡田守弘氏に「わたしと不登校」を演題に講演会をしていただいた。
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イ 教育活動サポーター配置事業　【川崎市教育委員会学校教育部指導課受託事業】　　　

小学校 中学・高等学校等 合計

活動人数 配置回数 活動人数 配置回数 活動人数 配置回数

1030 3586 291 1036 1321 4622

ウ 特別支援教育サポート事業【川崎市教育委員会学校教育部支援教育課受託事業】　

小学校 中学・高等学校等 合計

活動人数 配置回数 活動人数 配置回数 活動人数 配置回数

3497 15789 1389 5649 4886 21438

　　＊サポーター配置事業

・ 内　容 各学校への学校サポーター（教育活動サポーター、特別支援教育サポーター）の配置

・ サポーター登録者 705名 （内訳　　大学生等274人、教員経験者170人、地域協力者261人）

・ サポーター研修会 ７/１6（水）AM PM、７/18（金）AM PM　　　　10/24（金）AM PM、10/29（水） AM PM

代替研修　 12/6（土）、R8・2/14（土）

・ 対象者 川崎市立学校に在籍する児童生徒及び教員

・ 従事者 6人

エ 営繕業務　【公益財団法人かわさき市民活動センター委託事業】　

・ 内　容 放課後、こども文化センターを利用する子どもたちへの安全な環境の確保

・ 日　時 作業日は年間を通し､週１～２回　打合せ日は年間１０回　

・ 作業場所 高津区・宮前区・多摩区・麻生区各こども文化センター

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 小計

作業日数 0 0 9 9 0 9 27 日

作業延人数 0 0 18 18 0 18 54 人

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 小計 合計

作業日数 10 7 6 6 4 0 33 60 日

作業延人数 20 14 12 12 8 0 66 120 人

・ 対象者 こども文化センターに通う幼児、児童生徒

・ 従事者 3 人（作業従事者2 人）

⑧ 講演会等の企画運営に関する事業

ア 文化講演会【自主事業・川崎市総合教育センター】

・ 内　容 青少年の教育・福祉に関わる諸問題の解決に向け、学校・家庭・地域と連携を図りながら、幅広い視野のもと、

市民と共に青少年の健全育成を目指す講演会を企画・実施する。

・ 日　時 令和７年１２月６日（土）　１４時～１６時　　　 ・ 会　場 川崎市生涯学習プラザ

・ テ ー マ 「科学を楽しく」

・ 講　師 藤嶋　昭　氏

・ 対象者 川崎市立学校教職員、サポーター、保護者、市民 ・ 参加者 １０６人

・ 従事者 ６人

⑨

ア 川崎市大山街道ふるさと館管理運営事業　【公益財団法人川崎市生涯学習財団との共同運営事業】

内　容 大山街道や二ｹ領用水など、郷土に関する資料や美術品の展示活動、文化事業などを通して、

郷土理解や地域連携の充実を図る。

※ 博物館事業

A　常設展 ３月９日（日）～４月１３日（日）

B　企画展　　　

　　第１回企画展　４月１９日（土）～６月１２日(木)　「岡本和美　大山街道スケッチ紀行赤坂御門～馬の背（町田市つくし野）」

　　第２回企画展　６月１３日(金) ～６月１５日(日)　 「ふれあいクラブ高津　趣味の作品展」

　　第３回企画展　６月２１日(土）～８月３１日(日)　第３回企画展「昔のくらし展～昔のくらし１９５０年代の日常」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市民ミュージアムとの共催）

　　　　　　　＊７月１２日(土)　企画展関連事業「昔のおもちゃで遊ぼう」参加者２６人

文化・スポーツ活動の推進に関する事業
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　　第４回企画展　９月　６日(土)～１０月２８日(日)　「岡本和泉　大山街道スケッチ紀行・後編～町田辻～大山」　　

　　　　　　　＊岡本和泉氏によるギャラリートーク  　①９月15日(月・祝)　　②9月２3日(火・祝)　　　③10月4日（土）

　○子ども探検クラブ作品展　７月１日（火）～7月１１日（金） 高津図書館（共催）

Ｃ　ミニ企画展（スロープ）・ミニ市民ギャラり－（イベントホール）　　

　　５月　１日(木)～６月３０日(月)　「切り絵シリーズ㉓散歩道で出会った草や花たち」　青木　幸夫氏

　　５月　２日(金)～５月　６日(火)　鉄道写真展「過去に川崎市を走った電車たち」（イベントホールギャラリー利用）参加者242人

　　７月　１日(火)～８月３１日(日)　「戦後80年～髙津と戦争」

　　９月　１日(月)～10月31日(金)　「大山街道名所めぐり②　渋谷～三軒茶屋」

 　11月　１日(土)～12月27日(土)　「切り絵シリーズ㉔　それぞれの季節に出会った草花たち」　青木　幸夫氏

　　２月２７日(金)～３月　５日(木)　「地域が創出するカルチャー展」 

　　３月　１日(日)～4月30日(木）　「大山街道名所めぐり③　三軒茶屋～用賀」

※ 歴史文化探究事業

A　講座（座学）

　５月10日(土)  第１回企画展記念講演会「街道歩きのたのしみとは」 講師：岡本　和泉　氏（クリエーター)参加者２９人

  ８月 ９日(土)　第3回企画展記念講演会「夏休みふるさと発見講座～昔の道具を使ってみよう」 講師:市民ミュージアム学芸員 参加者22人

  10月4日(土)  第４回企画展・岡本和泉展ワークショップ 講師岡:本　和泉　氏（クリエーター）参加者１１人

Ｂ　髙津・大山街道探究講座　　　　

　10月11日(土)  第1回　大山街道探究講座「古墳時代の二子・溝口」　講師：新井　　悟　氏（市文化財課・学芸員）　

C　大山街道学習講座「大山街道の魅力を掘り下げる」

　10月18日(日)　第1回　大山街道学習講座・座学「武蔵の大山街道①」　講師：久末康一郎　氏（元世田谷区教育委員会・学芸員）

Ｄ　髙津のまち歩き講座

　10月25日(土)　高津のまち歩き講座・第１回「古代川崎の中心地　史跡・橘樹官衙遺跡群を歩く」　　

　　　　　　　　　　　　　　 講師：久末康一郎　氏（元世田谷区教育委員会・学芸員）

　12月６日(土)　高津のまち歩き講座・第２回「大山街道二子・溝口を知り尽くす」　　

　　　　　　　　　　　　　　 講師：出口　夏子　氏（ふるさと館職員）

Ｅ　大山街道歴史散歩（昨年度から実施、別コースを追加）

　10月　5日（日）第1回「円筒分水コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者10人

　10月　6日(月)  第2回「二子コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者4人

　11月　1日(土)  第３回「溝口コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者７人

　12月　1日(月)  第４回「二子コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者10人

　２月　７日(日)  第5回「円筒分水コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者9人

　２月16日(月)  第6回「二子コース」　講師：大山街道ふるさと館職員　参加者5人

　３月14日(土)  第7回「溝口コース」　講師：大山街道ふるさと館職員参加10者人

　３月23日(月)  第8回「二子コース」講師：大山街道ふるさと館職員　参加者8人

　１）　子ども大山街道探険クラブ              

　　　＊小学３年生以上を対象としたクラブ員を近隣小学校から募集し、５月から2月まで１2回　　　　

（昨年度より前期、後期、通年で参加希望をとる）　

　　　第１回　　 ５月21日（水）　「はじめの会と・展示室見学、街道のミニ探検」　　参加者子ども16人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　第２回　　 ６月18日（水）　「二ｹ領用水と円筒分水の探検」講師：竹内ふみ子氏　参加者11人（保護者1人）

　　　第３回　 　７月16日（水）　「自由研究の取り組み1、オリエンテーション」　　参加者15人（保護者4人）

　　　第４回　 　７月23日（水）　「自由研究の取り組み2、テーマ作り　・作成」　　参加者13人（保護者3人）

　　　第５回　 　７月30日（水）　「自由研究の取り組み3、構成・下書き」　　　　参加者8人（保護者1人）　

　　　第６回　 　８月　6日（水）　「自由研究の取り組み4、下書き・資料収集」　　　　参加者4人（保護者2人）

　　　第７回　 　９月17日（水）　「二ヶ領用水をきれいにしよう」　　参加者10人（二ヶ領用水ウオッチングフォーラム４人）

　　　第８回　　10月15日（水）　「大山街道探検②秘密の場所を探検しよう～田中屋写真館」講師：鈴木重登写真館常務 参加者13人

　　　第９回　　11月19日（水）　「光る泥だんごを作ろう」講師：秋山照夫氏　参加者子ども1２人

　　　第10回　 12月17日（水）　「あゆの絵付けをしよう」講師：あゆプロジェクト　参加者1２人（保護者１人）

　　　第11回　  １月21日（水）　「立体的な地図をつくろう」講師：田中艸太郎氏（川崎アトム工房）　参加者1２人

　　　第12回　  ２月18日（水）　「岡本太郎ワークショップを楽しもう」講師：橋本文惠氏(元岡本太郎美術館職員)参加者12人(保護者1人)

　２）　ふるさと子ども出前授業・地域学習支援　　　

　　　７月 9日(水)  髙津小３年生「高津のまち探検」来館見学　　参加者２２人

　　　７月17日(木)  髙津小6年生「高津のまちの歴史に誇りを～昭和100年・戦後80年」　　　　参加者213人

　　　11月 5日(水)  向丘中学校職場体験 　　　　　参加者２人（１名当日風邪で不参加）　

　　　11月14日(金)  西高津中学校トライやるＤＡＹ    ３年生　　　参加者１６人

　　　 １月14日(水)  枡形中学校１年生校外学習「川崎良いとこ調べ」来館　　　　　参加者６人　教師１人

　　　 １月14日(水)  枡形中学校１年生校外学習「川崎良いとこ調べ」来館　　　　　参加者６人　教師１人

　　　 １月23日(水)  高津中学校職場体験 　　　　　参加者２人　教師１人

　　　 １月30日(金)  久地小学校１年生「昔あそび」出前授業　　　　　　　　　　参加者１０５人

　　　 ２月17日(火)  高津小学校３年生　出前授業「わたしたちの町と川崎市のうつり変わり」 参加者２１３人
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　３）　「夏休み　高津・大山街道　社会科何でも相談室」（夏の課題学習協力）　7月22日（火）～8月22日（金）

　　　８月 4日(月)  参加者１人 （保護者１人）　東京都私立中学校2年生

　　　８月 6日(水)  参加者１人　（保護者１人）　川崎市立中学校２年生

　　　８月 9日(土)  参加者１人　（保護者１人)  川崎市立小学校４年生 

                   　 　参加者１人　（保護者１人)  川崎市立小学校６年生 

　　　８月10日(日)  参加者１人　（保護者１人)  横浜市私立中学校１年生

　　　８月11日(祝)  参加者１人 （保護者１人)  東京都私立小学校６年生

　　　８月14日(木)  参加者１人　川崎市立小学校５年生

　　　８月18日(月)  参加者１人　川崎市立小学校５年生

　４）　小中学生のためのふるさと発見講座　　　　

　　　７月 9日(水)  高津小3年生　総合的な学習・まち探検で見学　　参加者２2人・引率教諭1人と保護者1人

　　　８月10日(日)  「昔の道具を使ってみよう」 　参加者２２人　講師：市民ミュージアム学芸員

※地域連携事業、自主事業

　　　　A 　ふるさと館まつり

　　　　　　・秋のふるさと館まつり　9月23日（秋分の日）　　　参加者延べ３３３３名

　　　　　　・春のふるさと館まつり　3月1日（日）　　　参加者延べ３５４８名　　

　　　　Ｂ　まちのマイスター体験講座　　

　　　　　　　　　　　　　　　①　１月16日(金)　「珈琲丸の“美味しい珈琲を淹れる秘密”」　講師:丸山 康太 氏（珈琲丸 店主）　参加者２１人

　　　　　　②　2月21日（土）「日本酒講座～神奈川の地酒を知ろう」　講師：武笠　陽一 氏（坂戸屋店主）　　参加者２０人

　　　　　　③　3月15日（火）「老舗茶舗が解き明かす“お茶の美味しい淹れ方”」講師:鈴木　清・千鶴 氏（田中屋店主ご夫妻) 参加者２１人

　　　　Ｃ　ぶらり散歩　1１月２４日（振替休日）　「二子の散策と老舗料亭やよ訪問」　参加者２１名

　D　寄席・落語膝栗毛

第１回　　　4月15日（土）落語膝栗毛　参加者５０名

第2回　　　8月26日（土）落語膝栗毛　参加者６０名

第３回　　12月16日（土）落語膝栗毛　参加者４８名

※ 対象者  児童生徒及びその保護者、市民

※ 従事者 ８人

イ 「友だちに薦めたいこの１冊コンクール」審査【公益財団法人東京応化科学技術振興財団への協力事業】

・ 内容　　 東京応化科学財団が企画する｢科学教育普及･啓発助成｣事業のため､感想文などの応募作品の審査に協力する。

応募総数　　･作文部門（877点）　・イラスト部門（3102点）

・ 日時 審査日　11月19日（水）・11月2１日（金）・11月26日（水）

・ 対象者 川﨑市内小学生（対象外も応募可）

・ 従事者 3日間延べ　４２人

ウ 「全市子ども会作品展」審査【一般社団法人川崎市子ども会連盟への協力事業】

・ 内容 全市子ども会作品展において作品の審査に協力する

･書道の部　　・絵画の部、ちぎり絵の部、イラストの部

・ 日時 令和８年２月７日(土）

・ 対象者 川﨑市内小・中学生

・ 従事者 ４人

⑩ その他の事業

ア サポートセンターの「基金」を活用する事業

・ 内容 サポートセンターの事業に係わる児童生徒及びその保護者、サポートセンター関係者に、緊急事態が発生し、

サポートセンターの支援が必要となった場合に、「基金」を活用して、必要な諸対策を実施する。

a） 「すだち基金」…児童生徒及び所員が不測の事態により財政的支援を含む緊急的対策が必要となった場合の

諸対策の経費

b） 「自主事業及び補助事業のための基金」…将来の自主事業及び補助事業に係る人件費、その他の経費並びに

当該事業に係る資産の取得・改良に充てる経費

・ 日時 本年度該当事業なし

・ 対象者 サポートセンターの事業に係わる児童生徒及びその保護者、サポートセンター関係者
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